
　

今
回
は
、
第
１
章
総
則
、
第
２
章
自
治

の
基
本
理
念
及
び
基
本
原
則
を
取
り
あ
げ

ま
す
。

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

①「
市
民
」と
は
？

②「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」と
は
？

③「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
は
？

〜
第
１
章
総
則
で
は
、
条
例
の
目
的
、
位

置
付
け
及
び
最
高
規
範
性
、
用
語
の
定
義

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
〜

○
条
例
の
目
的
（
第
１
条
）

　

こ
の
条
例
は
、
本
市
に
お
け
る
自
治
の

基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

市
民
、
議
会
及
び
市
の
役
割
及
び
責
務
並

び
に
自
治
の
基
本
原
則
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〜
第
２
章
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
の
基
本
理
念
と
基
本
原
則
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
〜

○
自
治
の
基
本
理
念
（
第
４
条
）

①　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
が
「
市
民
」
で
あ

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

〈
参
画
（
第
９
条
）〉

　

ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
加
し
、

行
動
す
る
こ
と

　

市
民
が
、
市
の
政
策
の
課
題
発
見

や
解
決
策
を
考
え
た
り
、
実
施
し
た
り
、

評
価
や
見
直
し
を
し
た
り
す
る
と
き

に
、
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
、

自
主
的
、
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

単
な
る
参
加
で
は
な
く
、
政
策
立

案
な
ど
の
意
思
形
成
過
程
に
加
わ
る

こ
と
で
、
幅
広
い
視
点
と
責
任
あ
る

発
言
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
市
民
は
行
政
と
情
報
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
や
行
政

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

②　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
、
議
会
及
び
市
が
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま

す
。

〈
協
働
（
第
10
条
）〉

　

市
民
、
議
会
及
び
市
が
共
通
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

○
条
例
の
位
置
づ
け
（
第
２
条
）

　

条
例
ど
う
し
に
上
下
関
係
は
な
く
、
規

範
と
し
て
の
効
力
は
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

自
治
基
本
条
例
が
下
野
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
最
高
規
範
性
を
持
つ
も
の
と
し

て
、
他
の
条
例
等
の
制
定
や
改
正
、
廃
止

を
行
う
と
き
に
は
、
整
合
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

○
市
民
（
第
３
条
第
１
号
）

　

市
内
に
住
む
人
、
働
く
人
、
学
ぶ
人
及

び
事
業
者

　

下
野
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

（
住
民
）
に
加
え
、
市
内
に
通
勤
・
通
学

す
る
者
、
市
内
で
事
業
を
営
む
者
（
企
業
、

商
店
、
学
校
法
人
、
医
療
法
人
、
社
会
福

祉
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
）
と

幅
広
く
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
市
に
居
住
す
る
住
民
だ
け

で
な
く
、
本
市
で
働
く
人
、
学
ぶ
人
、
事

業
者
な
ど
幅
広
い
人
々
の
協
力
に
よ
り
、

地
域
の
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

割
及
び
責
任
を
対
等
な
立
場
で
、
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と

　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
や
福
祉
、
安

全
、
環
境
保
全
、
文
化
、
教
育
等
の

地
域
課
題
の
解
決
な
ど
ま
ち
づ
く
り

の
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

市
民
・
議
会
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
務
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
や
資
源
等
を
活
か
し
つ

つ
対
等
な
立
場
で
、
協
力
・
連
携
し

て
よ
り
大
き
な
成
果
を
作
り
出
す
こ

と
を
い
い
ま
す
。

○
基
本
原
則
（
第
５
条
）

　

人
権
尊
重

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

誰
も
が
個
人
と
し
て
基
本
的
な
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
自
ら
の
個
性
と
能
力
が
十
分
発

揮
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

情
報
共
有

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
前
提
と

し
て
、
市
政
に
関
す
る
情
報
共
有
を
規
定

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
参
画

　

市
民
が
市
政
に
参
画
す
る
機
会
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
議
会
及
び
市
が

互
い
の
立
場
や
特
性
を
尊
重
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

自治基本条例

教
え
て
！ 

自
治
基
本
条
例

「
基
本
理
念
及
び
基
本
原
則
」

「
市
民
」
と
「
議
会
」
と
「
市
」
が
、

一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
条
例
な
ん
だ
。

３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
改
め
て
捉
え
直
し
て
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

作
ら
れ
た
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
な
ん

だ
よ
。
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